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　「
ぜ
ん
ち
の
あ
ん
し
ん
保

険
」
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

に
真
に
役
立
つ
保
障
と
し
て

開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
医
療

保
障
、
個
人
賠
償
責
任
補

償
、
死
亡
保
障
に
加
え
て
、

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
巻
き
込
ま

れ
た
と
き
の
弁
護
士
費
用
を

補
償
す
る
権
利
擁
護
費
用
補

償
を
備
え
る
。
「
ぜ
ん
ち
の

こ
ど
も
傷
害
保

険
」
は
、
特
別

支
援
教
育
が
必

要
な
子
ど
も
が

対
象
で
、
子
ど

も
自
身
の
リ
ス

ク
と
保
護
者
や

学
校
の
経
済
的

負
担
リ
ス
ク
に

備
え
る
個
人
賠

償
責
任
補
償
、

権
利
擁
護
費
用

補
償
、
傷
害
死

亡
・
入
院
・
通
院
保
障
を
セ

ッ
ト
で
提
供
す
る
。

　
両
商
品
共
に
、
少
額
短
期

保
険
業
の
規
制
に
よ
っ
て
、

個
人
賠
償
責
任
補
償
の
支
払

限
度
額
は
最
高
１
０
０
０
万

円
ま
で
と
な
る
た
め
、
損
害

賠
償
額
が
１
０
０
０
万
円
を

超
え
る
高
額
な
賠
償
事
案
に

は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

　
自
転
車
事
故
な
ど
で
加
害

者
側
に
高
額
な
賠
償
を
命
じ

る
判
決
が
相
次
い
で
報
道
さ

れ
る
中
、
契
約
者
か
ら
、
両

商
品
の
個
人
賠
償
責
任
補
償

の
支
払
限
度
額
で
は
不
安
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、

東
京
海
上
日
動
と
提
携
し
、

個
人
賠
償
責
任
補
償
の
大
幅

な
拡
充
を
図
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
高
額
賠
償
事
案
に

も
対
応
が
可
能
と
な
り
、
併

せ
て
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス
も

付
帯
さ
れ
た
。
示
談
交
渉
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
損
害

賠
償
事
故
の
場
合
、
加
害
者

・
被
害
者
双
方
の
感
情
が
複

雑
に
絡
み
、
当
事
者
同
士
で

示
談
交
渉
す
る
こ
と
が
困
難

な
ケ
ー
ス
が
多
く
、
大
変
な

労
力
と
精
神
的
な
負
担
が
か

か
る
た
め
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
家
族
や
障
が
い
者
福
祉

に
携
わ
る
人
か
ら
、
長
年
に

わ
た
り
要
望
の
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
で
、
今
回
、
そ
の
提
供

を
実
現
し
た
。

　
ぜ
ん
ち
共
済
と
東
京
海
上

日
動
の
個
人
賠
償
責
任
補
償

共
通
の
補
償
内
容
は
、
被
保

険
者
本
人
が
日
本
国
内
で
他

人
に
け
が
な
ど
を
さ
せ
た

り
、
他
人
の
財
物
を
壊
し
て

法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
っ
た
場
合
に
保
険
金
を
支

払
う
こ
と
（
示
談
交
渉
サ
ー

ビ
ス
付
き
）
。
東
京
海
上
日

動
の
個
人
賠
償
責
任
補
償
で

は
、
被
保
険
者
本
人
に
加

え
、
本
人
の
配
偶
者
、
本
人

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
の
同
居

の
親
族
等
の
事
故
を
補
償
す

る
他
、
日
本
国
内
の
事
故
だ

け
で
な
く
、
日
本
国
外
の
事

故
（
１
億
円
限
度
）
も
補
償

す
る
（
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス

付
き
〈
国
内
の
事
故
に
限

る
〉
）
。
両
社
の
商
品
で
対

象
と
な
る
事
故
の
場
合
、
支

払
限
度
額
は
５
億
１
０
０
０

万
円
と
な
る
。

　
榎
本
重
秋
社
長
は
「
個
人

賠
償
責
任
補
償
の
支
払
限
度

額
は
当
社
の
大
き
な
課
題
だ

っ
た
が
、
東
京
海
上
日
動
の

多
大
な
協
力
に
よ
っ
て
、
そ

れ
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
で
き
、
顧
客
も
非
常
に

喜
ん
で
い
る
。
保
険
料
は
引

き
上
げ
と
な
っ
た
も
の
の
、

２
０
１
８
年
１
月
の
既
契
約

者
の
更
新
率
は
約
95
％
と
見

込
ん
で
お
り
、
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
」
と
説
明

す
る
。

　
高
齢
者
向
け
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
ぜ
ん

ち
の
あ
ん
し
ん
保
険
」
に
加

入
で
き
る
年
齢
を
満
５
歳
～

満
74
歳
ま
で
と
し
て
い
た

が
、
障
が
い
の
あ
る
人
々
の

高
齢
化
に
伴
い
、
同
プ
ラ
ン

を
求
め
る
顧
客
の
声
が
増
え

て
き
た
こ
と
に
対
応
し
て
新

設
し
た
。
更
新
時
75
歳
の
契

約
満
了
と
な
っ
た
顧
客
は
高

齢
者
向
け
プ
ラ
ン
に
移
行
す

る
こ
と
で
、
84
歳
ま
で
継
続

加
入
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
最
近
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
資
料
請
求
が
増

加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
加
入

申
し
込
み
を
導
入
。
同
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
加
入
手
続

き
の
全
て
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
完
結
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
。

　
保
険
料
払
込
方
法
の
充
実

に
関
し
て
は
、
保
険
料
の
月

払
い
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
障
が
い
の
あ
る
人
は
、

限
ら
れ
た
年
金
や
収
入
の
中

か
ら
保
険
料
を
年
払
い
で
支

払
う
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

月
払
い
の
導
入
を
要
望
す
る

声
が
多
か
っ
た
こ
と
に
対
応

し
た
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
の
推
進
に
よ
る
顧

客
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

い
の
取
り
扱
い
も
開
始
し

た
。

　
少
額
短
期
保
険
会
社
の
ぜ
ん
ち
共
済
が
、
東
京
海
上
日
動
と
提
携
し
て
、
「
ぜ
ん

ち
の
あ
ん
し
ん
保
険
」
「
ぜ
ん
ち
の
こ
ど
も
傷
害
保
険
」
に
支
払
限
度
額
５
億
円

（
国
外
事
故
は
１
億
円
）
の
個
人
賠
償
責
任
補
償
を
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
高
額
な

賠
償
事
案
に
も
対
応
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
商
品
改
定
を
行
っ
た
。
東
京
海
上
日

動
の
個
人
賠
償
責
任
補
償
は
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス
を
付
帯
し
て
い
る
。
１
月
１
日
か

ら
提
供
し
て
い
る
。
同
時
に
、
顧
客
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

高
齢
者
プ
ラ
ン
の
新
設
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
加
入
申
し
込
み
の
導
入
、
保

険
料
払
込
方
法
の
充
実
も
行
っ
た
。

　
同
社
は
、
16
年
に
設
立
10

周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、

約
１
年
を
か
け
て
、
こ
れ
ま

で
に
蓄
積
し
て
き
た
同
社
の

保
険
金
支
払
い
に
関
連
す
る

デ
ー
タ
な
ど
を
分
析
し
て
、

被
保
険
者
の
健
康
状
態
の
変

化
が
国
民
統
計
の
そ
れ
と
ど

の
程
度
乖
離
（
か
い
り
）
が

あ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
ま

と
め
た
「
ぜ
ん
ち
白
書
」
を

作
成
し
た
。

　
榎
本
社
長
は
「
障
が
い
の

あ
る
人
に
関
す
る
公
式
な
デ

ー
タ
が
社
会
に
な
い
中
、
同

白
書
は
重
要
な
資
料
と
な

る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
、
今
後
の
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
結
び
付
け
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

　
加
え
て
、
「
今
回
の
商
品

改
定
は
、
東
京
海
上
日
動
が

障
が
い
者
保
険
の
分
野
に
参

入
し
、
大
手
保
険
会
社
に
障

が
い
者
保
険
に
真
剣
に
向
き

合
っ
て
も
ら
え
る
時
代
が
来

た
と
い
う
点
で
非
常
に
大
き

な
意
味
が
あ
る
こ
と
と
捉
え

て
い
る
。
今
後
も
、
当
社
の

専
門
性
を
発
揮
し
て
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
幸
せ
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
保
険
会
社
と
の
連
携
を
強

め
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

示
す
。

ぜ
ん
ち
共
済
が
商
品
改
定
を
実
施

東
京
海
上
日
動
と
提
携

個
人
賠
償
責
任
補
償
を
大
幅
拡
充

蓄積してきたデータを分析して 
まとめられた「ぜんち白書」（右）と

「ぜんち白書（資料編）」


